
















































































































●冊子どこに配布するか

冊子は健康づくり推進協議会委員をメインに配布し、関係者へはデータ送信を予定しています。
概要版は地域の保健活動などを通じて配布するように予定をしています。
また、広く市民へ周知するために、ホームページへの掲載やＬＩＮＥ、広報などでも計画策定の周知を行う予定です。

年を重ねるごとにメタボの割合は増え、男女とも70代が一番高くそれぞれ3割、1割が該当しています。全体的に女性
よりも男性のほうがメタボ及び予備軍の該当割合は高くなっています。
予備軍になる前の予防として、計画案Ｐ17にも記載したように栄養・食生活、身体活動・運動の内容に取組み、適切
な体重を維持することの大切さを啓発していきます。

●妊婦の喫煙
各市町のホームページで詳しく載っている。発達への影響などもう少しボリュームがあるとよいのでは

用語解説を作成しました。

●対策について
〇〇します。　〇〇整備します。
→具体的にどうするかが見えにくい。何をするのか、どうするのかがイメージできるように書けるとよいのでは。

具体的にイメージできるような記載方法を検討します。

●前計画の報告集は作成しないのか

市民意識調査結果と前計画最終評価の資料を健康づくり推進協議会資料としてホームページ内に掲載をしていま
すが、分かりやすい掲載方法を検討していきます。

第3回　磐田市健康づくり推進協議会　ご報告
　【委員の皆様からいただいたご質問への回答】

　（P.3）　SDGsについて

 ●本計画では、SDＧｓと主に関連があるものが「２，３，４，１２，１７」となっていますが、「１貧困をなくそう」に関連し
て、磐田市の総合計画には「3-1 子ども・子育て支援の充実」「4-1 地域福祉の推進」が関連していますが、「健幸
いわた２１」では関連が薄い、とのご判断でしょうか？

●メタボリックシンドロームの該当者及び予備群は増加しておりという箇所で、どのくらいの年代で何割位なのか？知
りたいです。予備軍になるまえに出来る予防や対策を考えていきたい。

貧困に関しては、健康格差への影響が大きいと考えられるため、ＳＤＧｓの項目として追加をします。

　計画全体について

　（P.10-13）　メタボリックシンドロームについて

●食育の重要性
小さいころからの習慣が大切
→1校1人栄養教諭を配置するなど目標たててもよいのでは

　栄養教諭との連携を強化し、切れ目のない食育を推進していきます。

　（P.20/P.43）　食育について

　（P.29）　喫煙について

●すっと入ってこない言葉がある。用語解説作成するか。
（スクリーンタイム、ゲートキーパー、1次予防・2次予防・3次予防のちがい、ライフコースとライフステージのちがい）

　妊婦の喫煙により「子どもの知的能力などに悪影響を生じるリスクが高くなること」の文章を追記します。



　元データ修正し、小数点はそろえるようにしました。

　（P.34）　がんについて

●早期発見・早期治療が大切であることが数値としてわかるようにグラフなどがあるとよいのでは（早期発見、治療
すると生存率何％上がるなど）

　（P.14/P.40）　社会環境の質の向上ついて

●P.14基本方針「健康づくり参画企業・団体数（累計）と、P.40 健康経営支援を受けた企業（累計）ですが、「健
康づくり参画企業・団体数（累計）」の目標があっても良いのでは、と思います。（現状値：１１社、目標：増加）

早期がんの場合の5年相対生存率は約9割というデータがあります。
グラフでの表記はがんごとに違いがあり表現しにくいため、「がんは早期に治療すれば9割は治る」という文章を記載
し、定期的ながん検診受診と、精密検査受診を働きかけていきます。

　（P.4６）　こころについて

子ども
困ったときにＳＯＳをだせるようにします
→具体的にどうするかがわかるとよい(相談先、人を知ってもらうなど）

磐田市の「割合等」の％の数字が違っていると思われます。
例えば、　0～14歳　１３．７０％ → １２．７５％
小数点は揃えた方が見やすいのではと思います。

　（P.５2） 資料について

「困った時や辛い時に一人で抱え込まず周りへSOSが発信できるようにします。」へ修正します。

R5までの実績は15社（11社より修正）です。15社の内訳は、包括協定締結企業、出張まち保等協力企業、ベジ・
ファースト協力企業であり、市とともに健康づくりに取り組んでいる企業です。
数値目標を考えるにあたり、対象とする企業・団体数の把握ができていないため、数値目標で示せるように今後検討
していきます。

●現状値（R5）４社、となっておりますがどのような企業でしょうか？
　（”磐田市が独自に健康経営支援を実施した企業”という意味でしょうか）
大規模法人部門・中小企業法人部門、ふじのくに健康づくり推進事業所にも情報提供（ポスター等も）を含めた支援
（広く健康経営支援）もされていると思いますが、除外しているのでしょうか？
データ元が「健康経営の実績」となっていますが、「健康経営の支援実績？」

●目標値の累計１８社（R16）はどういう基準で企業数を決められたのでしょうか？
累計との表示ですので、10年後の累計で４社から１８社は少ないのでは、と思います（ほぼ毎年１社？）

●項目番号が、P.40では「31」ですが、P.50では「29」となっていますが合っていますか？

・現状値は企業からの依頼で市が訪問による健康経営支援を実施した企業です。
　データ元は、「健康経営支援の実績」です。

・健康経営支援を受けた企業数の現状値を見直ししたところ、4社から6社へ修正します。
　目標値については、市が関わっている企業200社のうち、前計画で従業員の健康づくりに取り組んでいないと回答
した企業が約2割あり、その企業に介入できるよう考えたため35社と変更します。

・目標の番号を修正しました。

　（P.40-41 / P.５0　一覧表）　健康経営支援を受けた企業（累計）



　歯と口腔の健康について

●　子供の口腔環境について
子供の虫歯は、継続的な虫歯予防のおかげで、高いレベルでコントロールできており、とても良いことだと思います。

●　現役世代について
20 50歳代は仕事や家事などで時間を取れずに定期的に歯科健診を受けることが難しいと思いますが、成人健診
などをきっかけとして、自分の口腔状態と向き合う時間を持ってもらうことが、お口の健康につながっていくと思いま
す。
この年代に自分の口腔状態に興味をもってもらうと、リタイア後の口腔さらには全身の健康に良い影響をあたえていく
と思います。

　計画全体について

●  前計画の最終評価を踏まえて適切な目標値が設定されている印象です。よくできた素案と感じました。

　【委員の皆様からいただいたご意見・ご感想】

　各章について

●　P.3　第1章計画の趣旨　６　SDGsの推進
SDGsの推進の部分は世界の目標と結び付けていることで持続可能であることが明確になる。

●　第3章　計画の基本的な考え方
基本理念とともに重点的な取り組みが示され、取り組みや対策が分かりやすく示されている。

●　第4章　分野別対策
現状・課題や目標においてデータがあり、視覚や数字で明確に示されている。対策がやさしく丁寧な表現が分かりや
すさにつながっている。コラムでさらに具体的に取り組むと健康につながる情報があり、意識付けに効果的である。

●　第5章　ライフコースアプローチを意識した健康づくりの推進
年齢での3世代の表示での目指す姿、子ども・女性・高齢者と区分した健康へのポイントも分かりやすい。


